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　早稲田大学イタリア研究所が発行する『研究紀要』第 10号をお届けします。コロナ

が猛威を振るう中にあって一つの節目となる第 10号を刊行できたことは、関係者一同

にとって、大いなる喜びです。コロナの感染が世界中で蔓延する状況の下で、世の動き

とは直接関係のない、不要不急とも言うべきイタリア研究に落ち着いて取り組んでくれ

る人がいるか心配していましたが、昨年 7月には例年並みの 9件の投稿申し込みがあり、

10月の締め切りまでに 6本の原稿が寄せられました。いずれも高い水準のもので、3本

を論文として、3本を研究ノートとして掲載することができました。内容も多岐にわたっ

ていて、我が国のイタリア研究の発展に資するところ大であると自負しています。

　コロナの影響によりオンライン授業などで多忙をきわめていたにもかかわらず、丁寧

な査読にあたってくださった方々には感謝にたえません。イタリア研究の灯を消しては

ならないという意識が皆の間で働いたのだと思います。
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